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１．歴史・背景

１）1928年設立のＮＧＯで、最初の汎太平洋会議には、
日本から井上秀子団長を始め、市川房枝、藤田た
き氏等２０名が参加。

2)目的：互いの理解と友情を深め、協力し合って社会
問題及び女性の問題の研究と改善に努め、ひいて
は世界の平和に寄与する。会員の能力向上。

３）シカゴでアメリカ初のセッルメントを開いたジェーン・
アダムス氏（ノーベル平和賞受賞）が議長を務め、
共同創立者。以後、３年ごとに国際会議が開かれて
いる。間に中間会議。直近では、昨年10月、台湾。

４）1955年、会の名称に東南アジアが加わり、汎太平
洋東南アジア婦人協会になる。



歴史・背景（続き）

５）アダムズ記念館：当時のシカゴの状況

６）アメリカ社会におけるシカゴの持つ意味：特
に、シカゴ南部：オバマ大統領は、かつてここ
で、コミュニテー・ワークに従事。この時の経
験が、2008年、黒人初の大統領という歴史
的偉業を成し遂げる原動力になったと指摘さ
れている。2010年末に発行された絵本”For 
Thee I sing”に記されている、アメリカの１０人
の偉人に、J.アダムスを選んでいる。



”For Thee I sing”に記されているJ.アダムス



２3加盟国・地域



２3の加盟国と地域（ABC順）

①アメリカン・サモア、②オーストラリア、

③クックアイランド、④フィジー、⑤ハワイ、⑥インド、

⑦インドネシア、⑧日本、⑨マレーシア、

⑩ニュージーランド、⑪ニウエ、⑫パキスタン、

⑬パプア・ニューギニア、⑭フィリピン、⑮台湾、

⑯韓国、⑰サモア、⑱シンガポール、⑲スリランカ、

⑳タイ、㉑ トンガ、㉒ アメリカ合衆国、

㉓ウラジオストック



３．国際会議

日本汎太平洋東南アジア婦人協会国際会議年表（1回～24回）



日本汎太平洋東南アジア婦人協会国際会議年表（1回～12回）



日本汎太平洋東南アジア婦人協会国際会議年表（13回～24
回）


